
智辯学園和歌山中学高等学校
2026/4/1

建学の経緯

和歌山県当局の「和歌山県に進学校としての新風を」という強い要請と
藤田照清大僧正の私学教育に懸ける熱意が醸成し昭和53年4月に開校

学園の教育目標

誠実明朗

～ 誠実明朗で知性溢れるリーダーに ～

学園創立５０周年スローガン

感謝の心と堅い絆そして未来へ

スクール・ミッション

学びの追求 ・ 心の教育

「学び」を追求し、「学ぶ喜びや楽しさ」を生徒・教職員が共創する
宗教に基づいた「心の教育」を実践し、豊かな人間性を育む



スクールポリシー

【グラデュエーションポリシー】

誠実明朗で知性溢れ、将来各分野のリーダーとして活躍するため次の資質を身につける。

・感謝の心、奉仕の精神

・自らの進路を切り拓く高い知性

・新しい時代に必要とされる力

・自他の幸せと成長を実現しようとする力

【カリキュラムポリシー】

〇感謝の心、奉仕の精神

教職員が「我が子のように生徒を愛する教育」を根幹とし、宗教を基盤とした

心の教育をおこないます。｢宗教｣を必修科目、加えて月１回の感謝祭・清掃奉仕、

高校１年生で錬成会を実践します。

〇自らの進路を切り拓く高い知性

１校時を60分とし、週単位時間数、年間授業時数を可能な限り確保します。

充分な授業時間の中で、知識の詰め込みに陥ることなく、知的好奇心を育むこと

実体験を大切にすることを意識した授業展開を実施します。

進路指導、高大連携、キャリア教育を推進し、自らの進路を深く考える機会を

持ちます。

〇新しい時代に必要とされる力

PBL(Project-Based Learning)の推進、グローバルマインドの形成、

情報活用能力に長けた人材の育成を目指します。

Society5.0時代にこそ「リアルな体験」を重要視し、実体験を提供します。

ICT環境をさらに整えていく一方でリアルな体験ができる環境を整備します。

コンピュータネットワークが整備された中でリアルな人間関係である

ヒューマンネットワークを築きます。

〇自他の幸せと成長を実現しようとする力

体験型学習を充実させ、林間・臨海学校、研修旅行、修学旅行、短期留学、

各種研修プログラムを全生徒また希望者対象で実施します。

集団生活の中で、規律ある団体生活を通して、自主性、協調性を養います。

また多様性や個性を尊重できる精神を養います。

【アドミッションポリシー】

〇学習に対して素直に真面目に継続的に取り組むことができる生徒

〇幅広い知識と優れた思考力をもとに課題解決ができる生徒

〇豊かな人間性を育むために学校生活に積極的に取り組むことができる生徒
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